
 

 

 

 

 

 

 

竜東振興拠点施設整備事業施設整備 

基本構想策定業務 

報告書 

【概要版】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年 12 月 

駒ヶ根市 

  



1 

１ はじめに 

竜東振興拠点施設整備事業施設整備基本構想・基本計画（以下「本計画」という。）は、駒ヶ根市に

おける新たな竜東振興拠点施設（以下「本施設」という。）の整備に向け、竜東地域の現状や施設の利

用者ニーズを踏まえ、本施設の機能、規模、配置、及び運営手法等に関する基本方針について示すも

のです。 

 

２ 現状整理 

（１）人口 

本市の人口推移をみると、少子高齢化、人口減少が進行中であり、令和 2 年の高齢化率は約 30％と

なっています。竜東地域の人口は約 4,000 人で、高齢化率約 40％と、市内でも高齢化が顕著です。 

 

（２）都市構造 

本市を取り巻く社会動向として、リニア中央新幹線、

南信から静岡県を結ぶ三遠南信自動車道の整備が進めら

れおり、高速交通網の整備によって、経済圏が大きく拡

大することが期待されます。 

一方で、都市構造については、郊外への都市機能の拡

散がみられ、高齢者等の交通弱者の生活の利便性が低下

することが予想されています。 

 

 

 

（３）産業 

１）農業 

本市の農業算出額は令和 3 年で約 27 億円とな

っています。 

また、令和２年度の市内の総農家数は約 1,350

戸です。対象地が立地している中沢地区は農家

数約 350 戸と約３割を占め、赤穂地区に次いで

多くなっています。 

 

 

表 令和２年度における農家数 

年次 総世帯数 総農家数 農家率 
個人農業経営体数 

自給的農家数 
地区別農家数 

主業 準業 副業 赤穂 中沢 東伊那 

令和 2 年 13,141 1,345 10.2 68 73 431 771 763 351 231 

(注)令和２年より専業・兼業農家数の集計が無くなり、個人農業経営体を対象とした調査項目に変わった。 
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出典：駒ヶ根市都市計画マスタープラン（H26 年） 

図 農業産出額（総額）の推移 

出典：市町村別農業産出額（推計）（農林水産省） 

出典：農業センサス（農林水産省） 
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２）観光 

観光資源は、市内の東西に分布し、竜東地域にも観光資源が存在しています。人口３万人都市であ

る駒ヶ根市の交流人口（観光入込客数）は 60 万人となっています。推移をみると、令和元年と令和 2

年とで新型コロナ危機の影響を受け、大きく減少していますが、令和 3 年では、コロナ前の約 6 割ま

で回復しています。 

 

図 観光入り込み客数と観光消費額の推移 

出典：観光地利用者統計調査結果（長野県観光部） 

 

 

（４）計画地 

計画地は、竜東の玄関口に位置する新宮川岸交差点の四方を取り囲む立地です。新宮川岸地域の圃

場整備事業にあわせて非農用地を確保し施設整備を図ります。新宮川岸交差点は、東西を、主要地方

道駒ケ根長谷線、主要地方道駒ケ根長谷線中沢バイパスが通り、南北を主要地方道伊那生田飯田線が

通っています。道路交通センサスにおける実測値をみると、交差点付近の交通量は、上り約 1900 台/

日前後、下り約 1800 台/日前後となっています。 
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３ 市場調査 

本施設の整備にあたり、利用者として想定できる計画地周辺の地域住民及び、全市民・市外の方、

農業生産者を対象にアンケート調査を実施しました。調査結果の概要は以下のとおりです。 

○施設利用者（地域住民）アンケート調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

○市民市外来訪者Webアンケート調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

○農業生産者アンケート調査 

 

 

 

 

 

 

 

○共通 

 

 

 

 

   

問 最もよく買い物に利用する直売所 問 直売所の利用頻度 

問 最もよく買い物に利用する直売所 問 直売所の利用頻度 

問 年代 問 新たな農業振興拠点施設への出荷 

55.3%
40.1%

4.6%

出荷を希望する 出荷を希望しない 無回答・不明 あ

N=262

0.0%

8.0%

18.9%

33.7%

33.7%

2.3%
2.3% 1.1%

毎日 週に２～３回 週に１回

月に１～２回 年に数回 年に１回以下

過去に数回利用したことがある 無回答・不明 あ

N=175

問 利用したいと思う新たな施設 

1 .
市の特産品・名物等や、
地元食材を食べることができる施設

2 .
生活に密着し、身近に人々が集う
「地域の縁側」のような施設（14）

3 .
田園風景や里山や川に親しみ、
自然に触れられる施設

4 .
地域の農業や文化等を生かした
体験ができる施設

5 .
地域資源（中沢の花桃、おやき等の特産
品、縄文遺跡等）を活かした施設

6 . 地域内外からの交通利便性がよい施設

7 . その他

無回答・不明

62.0
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 ４ 施設コンセプト・基本方針の設定 

（１）竜東振興拠点施設整備に向けた課題 

①農業施設に関する課題 

竜東地域は農家数が多く、農業が盛んな地域特性にあり、農産物直売所が地域の高齢者の

収入源、働く場として機能していることがうかがえます。一方で、生産者の高齢化や農業従事

者数の減少もあり、直売所への出荷品目数の減少や新たな出荷者の減少が懸念されます。 

加工所は、一定の利用ニーズがうかがえるため、今後は、加工所の利用者数の増加をめざす

とともに、農業ビジネスとつながる活動拠点として活用される環境整備が求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

②竜東地域の利便性向上に関する課題 

竜東地域は中心市街地支援等により活性化が図られているまちなかや駒ヶ根高原一帯の観

光地のある竜西地域に比べ、現在は生活利便性が低い状況にあり、新しい農業振興拠点施設

では、地域住民の生活を支える場とすることが望まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

③市場ニーズに関する課題 

新しい農業振興拠点施設に関するニーズ調査では、地元食材を生かしながら食すことがで

きる施設が求められています。このため、農業施設として、直売所や加工所が利用できること

を基本としながらも、地域の名産品を食べたり、楽しめたりすることが望まれます。 

一方で、地域人口の減少も想定され、交流人口が多い市の特徴を踏まえ、竜東地域外からの

来訪による顧客増加を促し、地域の活性化につながる施設となることも求められます。 

 

 

 

 

 

求められる役割⇒【農業振興を支える場】 

・地域の農業従事者が連携・交流等ができる活動の場 

・様々な年齢層、農業の熟度に関わらず、多様な農業従事者の働きがいにつながる場 

・駒ヶ根市や竜東地域の農産物を使った新たな特産物や名産の創出、地域資源の対外的

な PRにつながる場 

求められる役割⇒【地域の生活を支える場】 

・生活利便施設が少ない竜東地域において、地域住民の日常生活を支える場 

・身近な場所で地域住民同士が気軽に交流でき、自然に地域コミュニティが醸成される場 

・災害対策として活用できる場 

求められる役割⇒【地域の活性化につながる場】 

・交通結節点である立地を生かし、地域内外、市外からも人が集まる場 

・駒ヶ根市や竜東地域の農産物、特産や地域資源の対外的な PRにつながる場 
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（２）施設コンセプト・基本方針 

本施設整備に向けた課題を踏まえ、施設コンセプトを以下のように設定します。 

農業が盛んな竜東地域では、農業と地域生活は密接な関わりがあります。今ある農産物直売所は、

地域の生産者にとっては生活を支える生産活動の場であるとともに、地域住民には身近な施設として

日常的に利用され、親しまれていることから、今後も同様に竜東地域の生活を支える施設として整備さ

れることが望まれています。 

地域生活を支えるためには、農産物を活用した地域経済の循環に寄与する施設でありながら、高齢者

の多い地域住民にとっては身近で利便性がよく、また、多様な人が農業を通じた楽しみを得られ、地域

に愛される施設となることが必要です。これらを踏まえ、施設コンセプトは「食がつなぐ竜東のいき

いきプレイス」とし、本施設に関わる人々が施設の機能を存分に利活用しながら、農業が生み出す価

値を享受できるよう、以下の 3 つの基本方針を掲げます。 

 

【施設コンセプト】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 施設コンセプト概念図 
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基本方針１  生産して届ける楽しみ  ～農業振興を支援する施設～  

農業従事者が消費者に届ける楽しみを得

ながら、安心して生産・出荷活動を継続で

きる環境を整えるため、農産物直売所と農

産物加工所を基本機能として整備します。 

農産物加工所は、市の特産品を開発・製

造したり、食品ロスの軽減につながる加工

品を製造したりできる施設とします。 

 

基本方針２ 選ぶ楽しみ～地域の生活を支援する施設～  

竜東地域の住民が、高齢になっても身近

な場所で地元産の新鮮な農産物を選び、購

入できる農産物直売所を整備します。 

また、竜東地域ならではの食材を使用し

た食を楽しめたり、農業体験で収穫したも

のを食したりする等、ここでしか味わうこ

とができない食や体験を提供することで、

市内・市外を問わず来訪する目的地として

選ばれる施設をめざします。 

 

基本方針３  憩う楽しみ～地域交流を活性化する施設～ 

地域人口の減少に伴う、地域コミュニティや地域活力の低下に対応するため、地域内、他地域、市

外に居住する人々が相互に交流し、つながりを生み出す場がある施設とするため、飲食施設や多目的

室、広場等を整備します。 

広場には防災施設を導入することで、平常時には防災訓練等にも活用できるようにし、地域コミュ

ニティの強化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域の食生活を支援する機能 

・農産物直売所  ・農産物加工所 

・地域の農産物を気軽に食すことができる飲食施設 

・購入した加工食品や 

農産物を食すことが 

できる休憩スペース等 

・農業体験施設 

 

農業振興を支援する機能 

・農産物直売所  ・農産物加工所 

・効率のよい直売所運営 

のためのバックヤード 

・生産者や直売所運営者 

のための休憩室 

・生産者の生産活動に 

資する事務室 

地域交流を活性化する機能 

・地域の人が気軽に交流しながら楽しめる飲食施設、多目的室 

・地域の人や立ち寄りの人が、自然を味わいながら過ごせる休憩所 

・ファミリー層や多様な人が広場として利用しながら、防災機能も 

備えた多目的広場 

・農業とふれあうことができる体験施設 

・竜東地域の豊かな自然を味わうことができるテラス 
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（３）主な施設機能の整備方針 

施設コンセプト及び基本方針を踏まえた主な施設機能と整備方針を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 施設規模一覧 

導入機能 施設 
施設規模 

屋内面積 屋外面積 

サービス 
提供機能 

農産物直売所 約 261 ㎡ － 

農産物加工所 約 217 ㎡ － 

飲食施設・スペース 約 84 ㎡ 約 479 ㎡ 

多目的 

広場 

テラス広場（展望デッキ） － 約 171 ㎡ 

芝生広場 － 約 576 ㎡ 

防災広場 － 約 1,474 ㎡ 

農業体験スペース － 約 868 ㎡ 

多目的室 約 61 ㎡ － 

付帯機能 
駐車場 － 約 2,200 ㎡ 

トイレ・授乳室 約 71 ㎡ － 

施設管理 
にかかる機能 

施設管理スペース 約 105 ㎡ － 

その他（通路等余剰） 約 100 ㎡ 約 2,533 ㎡ 

合計 約 899 ㎡ 約 8,301 ㎡ 

施設総面積  約 9,200 ㎡ 

  

農産物直売所 

農産物加工所 

飲食施設・ 

スペース 

多目的広場 

防災広場 

農業体験施設 

多目的室 

・農産物を効率よく搬入・搬出できる動線・作業場の確保 

・購買意欲を促す陳列配置、生産者と消費者をつなぐ魅力的な売場づくり 

・需要予測や生産量に適した売り場面積 

主な機能 主な整備方針 

・地域の農業振興に資する特産品の開発や小規模生産が可能な設備を有す

る施設 

・食品営業許可業種の想定に適応した区画割りを可能とする規模を確保 

・農産物直売所とシームレスにつながり、賑わいを生み出す広場 

・買い物ついでに寛げるテーブルやいすを配置できるテラス 

・広場は芝生とし、イベント時にも活用できる広場 

○規模・配置 

・計画地の地盤高を生かし、段差が特徴的なテラスとし、竜東地域や計画

地の豊かな自然や景観をともふれあうことができる配置とします。 

・周囲の自然景観との調和、夏季の暑さ対策に配慮し、適切な植栽を施し

ます。また、滞留が促進できる箇所には、芝を張る、ベンチや東屋等を設

置します。 

・農業体験イベント等も開催できるよう、農業体験施設と連携できる配置

とします。 

・災害時は防災拠点、平常時は避難訓練や防災意識啓発として活用 

・防災設備を設置（備蓄倉庫、耐震性貯水槽、マンホールトイレ等） 

・避難訓練等に活用できるよう、一定規模の平場を確保 

・竜東地域の農産物や農業への関心を高める体験ファーム 

・季節に応じた収穫体験等ができ、自ら収穫した農産物も味わう機会等を

提供する施設 

・地域住民による、交流イベント、子育て支援活動、生涯学習活動の場等

に利用できる空間 

・各種活動に対応できる規模を確保 

 

・地域住民が身近な場所で交流しながら、気軽に利⽤できる飲食施設 
・ベンチやテーブルを設置し、店舗等で購入したものも飲食でき、竜東地
域や計画地の豊かな自然や眺望を味わうことができる配置 



8 

（４）施設計画図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※写真は参考事例 



 

５ 管理・運営手法 

本施設は、駒ヶ根市竜東地域において農業振興を目的とした新たな振興拠点施設として、農産物直

売所に加え、農産物加工所、飲食施設・スペース、多目的広場、農業体験施設等の機能整備を想定し

ています。これらの施設は、農業振興を図る地域密着型の運営を基本としながらも、振興拠点として

市内外からの集客を見込む事業運営を図る必要があります。 

このため、農産物に関連する直売所、加工所、体験施設については、直売所運営や農業のノウハウ

を持つ地域の生産者団体（営農組合）が、飲食施設は飲食業者による運営が望ましいと考えられま

す。 

また、振興拠点として、共通の達成目標を持ち、円滑な運営を図るため、運営に携わる関係者が運

営協議会を立ち上げ、一体的な運営を推進する体制の構築の検討が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 管理・運営体制の例 
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６ 事業シミュレーション 

本施設を農産物直売所の他、農産物加工所、飲食施設・スペース、農業体験施設等の収益施設を含

む複合施設により整備した場合の事業収支シミュレーションを以下に示します。 

なお、中商圏（来街者を含む）で利用者 200 人を想定し、施設の内容は、農産物直売所の売場面積

を 261 ㎡、農産物加工所を 217 ㎡、農業体験施設を 868 ㎡、飲食施設を 84 ㎡とします。 

施設の収入想定は、合計で約111,595千円となります。これに対し、支出項目として人件費をパート

従業員数 3.5 名で想定した場合、約 1,940 千円のプラスとなり、初期投資及び追加投資の回収見込みは

13 年目となる想定です。 

 

表 初年度収支シミュレーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※飲食施設はテナント貸しを想定し、営業収入は賃料とする。 

※金額は全て四捨五入しているため、内訳の計が合計と一致しない場合がある。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：千円）

農産物直売所 農産物加工所 飲食施設 農業体験施設 合計

108,000 1,320 925 1,350 111,595

（構成比） (96.78%) (1.18%) (0.83%) (1.21%) (100.00%)

106,728 981 841 1,105 109,655

（構成比） (95.64%) (0.88%) (0.75%) (0.99%) (98.26%)

86,292 ー ー ー 86,292

（構成比） (77.33%) ー ー ー (77.33%)

20,436 981 841 1,105 23,363

（構成比） (18.31%) (0.88%) (0.75%) (0.99%) (20.94%)

人件費 9,556 ー ー 60 9,616

（構成比） (8.56%) ー ー (0.05%) (8.62%)

人件費以外の諸経費 10,880 981 841 1,045 13,747

（構成比） (9.75%) (0.88%) (0.75%) (0.94%) (12.32%)

21,708 1,320 925 1,350 25,303

（構成比） (19.45%) (1.18%) (0.83%) (1.21%) (22.67%)

1,272 339 84 245 1,940

（構成比） (1.14%) (0.30%) (0.08%) (0.22%) (1.74%)

売上粗利益

営業利益（税引前）

項目

収入
営業収入

支出

営業支出

仕入原価

販売管理費

図 長期事業収支シミュレーション 

約 23,100 千円 約 23,700 千円

約 25,100 千円
約 26,500 千円

1年目

約 1,400 千円

2年目

約 2,700 千円

3年目

約 4,100 千円

4年目

約 5,500 千円

5年目

約 6,700 千円

6年目

約 8,900 千円

7年目

約 11,100 千円

8年目

約 13,600 千円

9年目

約 16,300 千円

10年目

約 19,300 千円 11年目

約 22,600 千円

12年目

約 25,900 千円
13年目

約 29,100 千円

14年目

約 32,400 千円

15年目

約 35,800 千円
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【施設全体①】投資回収（25年）

初期投資+追加投資

トータルキャッシュフロー


